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ヤモリと陸ガメの卵化石とその殻構造

福田芳生＊

はじめに

最近，世界各地から恐竜の卵が大量に発見され，マ

スコミの話題となっている。従って，卵化石と言えば

恐竜以外に無いように見えるが，地味ではある力：他に

も多くのものがある。例えばヤモリや陸ガメというよ

うな，脊椎動物の主要な進化史の舞台からはずれた動

物たちの卵も，化石となってかなりの数が地層中に保

存されているのである。

本論では，それらの卵化石の研究史とその卵殻織造

の特徴について概説することにする。

近くにある中新世初期のLegetet層を調査に訪れた。

その際，少なくとも23個の卵を殻内に含む陸生の腹足

類L"〃加地7”化石を発見した。そこで,Hirschと

Harrisは研究用に提供された腹足類Z,"'"coﾙz7mの

殻内の卵について，その保存の様子，卵殻の微細構造

を知るために偏光及び走査電子顕微鏡による観察を試

みた。

殻内の卵の肉眼的観察

卵化石は，殻の大きさ70mm前後のLi"zibo伽施の

開口部から螺管の上端にまで分布している。それは殻

の一側が耐こして石灰層が溶け去ったため，球形の卵

が露出していたことから知ることができた（図1)。

陸生の腹足類〃""CO"”(図2)が卵性ではあって

も，殻内が卵で埋め尽されているのは異常と言わねば

ヤモリ亜目の卵化石の地史的分布と研究史

トカケの卵化石として現在までに認められているも

のは，総べてヤモリ亜目あるいはヤモリ亜目類似の硬

質の卵殻を持つものに限られている(Hirsch, 1994)。

その最古の卵化石がKohring(1991)によって，ス

ペイン北部のCuenca県にある白亜紀初期の地層より

発見されている。同時代のものはモンゴルからも見つ

かっていて,Alifanov(1989)が記載している。白亜

紀後期になる．と,北米のMontana州やUtah州の恐竜

の卵化石と共に，ヤモリ亜目の卵殻片が見出されるよ

うになる(HirschandQuinn, 1990;Hirschand

Packard,1987)。それらのトカケは，恐竜の孵化に失

敗した卵や，死んだ幼体に群がる昆虫を捕食するため

に集まり，その付近に産卵したのかもしれない。

新生代に入ると,Wyomingの始新統からのもの力苛，

Hirschほか(1987)によって報告されている。その

後SchleichとKaestle(1988)によるドイツの漸新統

のものや, .HirschとHarris(1989)による，ケニアの

中新統初期のLegetet層より発見された，特異な産状

を示す例がある。
中新世初期の陸生貝Z,"zicoAz7海の殻内に分布

する卵を示す。この卵は殻構造から,L""""､

”の死殻内に産み付けられたヤモリ目の卵で

あることが分かった。

完全なL""j”んγ"zの化石。

図はすべてHirschandHaris (1989)による。

図1

Legetet層産のヤモリ亜目の卵

以下に，前記のHirschとHarris (1989)が記載し

た, Legetet層産のヤモリ亜目の卵化石に関する興味

深い報告の概略を述べる。

1968年に古生物学者のグループ°が，ケニアのKoru

図2
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ならない。陸生の腹足類の卵は通常，螺管の2巻き目

にある尿生殖管(urogenitaltract)の部分に認められ

るにすぎない。

Tompa(1979)は，陸生貝の卵の大きさについて調

べ,それ力ざ直径0.5～50mmの間にあることを指摘して

いる｡現生の〃”た0””目の陸生貝では,石灰質の外

被を伴う卵の大きさは直径1.4～6.5mmの範囲にある。

卵数は8～25個で，平均的な数は15個内外である

(Owen, 1965)｡ 1個の貝の持つ卵数という点では，

Legetet層のものは，現生のL"7ziCo"7わに近いと言

い得よう。しかし，保存されている卵のサイズは

7.0～7.5×8.7～9.0mmの間にあって,Owen(1965)

の数値よりもかなり大きい。

これらの事実は,Legetet層のものが,他の動物によ

って, L""0〃ジヵの死殻内に産み付けられた可能性

の高いことを示している。

その有力な候補者として，ヤモリが挙げられる。現

生のヤモリ (Gg虎ﾙ09忽雑0)では，直径35～32mmの

大きさの卵を産み，卵のサイズは体長に比例する

(Seufel･,1985iVitt,1986)。現生のアフリカ産のヤモ

リでは，卵の大きさは直径4～12×5～13mmの間に

ある(Seufer, 1985)｡

卵は岩の割れ目，木のほこら，時には投げ捨てられ

た空き缶，植物の根や砂の下にも産み付ける。ただし，

現生のヤモリでは腹足類の死殻内部に産卵した例は未

だ報告されていない(Vitt, 1986)。

とは著しく異なる。

以上結論として, Legetet層より産出した陸生腹足

類Z,""た0〃?”の殻内に保存されていた卵化石は，当

時のヤモリ亜目がその死殻内に産卵したものであると

考えることができる。

このHirschとHarris(1989)による中新世初期のヤ

モリ亜目の卵化石について，その産卵主を突き止めて

行くプロセスは，大変徴密な観察と文献的な裏付によ

っているだけに，大きな説得力を持っている。

卵殻の微細構造

現生のヤモリ亜目の代表Gg〃"ogEMoの卵殻は，薄

い卵殻膜(shellmembrane)の上に100"mほどの厚

さの石灰層が形成され，最外側を繊維状の有機物から

なる外被が覆う。この外被(fibrousorganiccuticle)

の厚さは10"m内外と極めて薄い。

卵殻の石灰層は方解石からなり，稜柱状朧造を示す

が，その基本単位（卵殻を構成する稜柱の集合体。通

常，一定の大きさの円錐形を呈する）は形が一定せず，

円錐の幅の広いものや狭いものなどが混在する。隣接

する稜柱層とは互いに噛み合う，いわゆるinterlock-

ing構造を示す。この稜柱層の嵌合部に，しばしば呼吸

孔が形成される。乳頭状構造の発達は弱い。

Legetet層の陸生腹足類Z,""""7葱の殻内に存在

していた卵の殻構造は，前記のヤモリのものに極めて

近いものであった（図3～5)。

一方，陸生の腹足類の石灰化した卵殻構造に関して，

Tampa(1976, 1980)による詳細な報告がある。それ

によれば，石灰層には稜柱状構造が認められず，卵殻

の大部分を構成する中層は，願粒状の石灰層からなり，

呼吸孔も存在しないという。それは先のヤモリのもの

L"ziCchz7Wz殻内に存在していたヤモリ目

の卵殻断面の電子顕微鏡像。Mは卵殻内の

二次的な充填物。

図3～4

一
一

図5 卵殻断面の高倍率像。卵殻は方解石からなり，

特有なinterlocking描造を伴うことから，ヤモ

リ目の卵と決定された。

図中のスケールはいずれも100"mを表す。

図はすべてHirschandHaris (1989)による。
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陸ガメの卵化石の地史的分布と研究史

AgassizはFlorida州の更新統より，ウミガメの卵

化石を報告している。それが19世紀に入って発見され

たものであるにもかかわらず，未だに科学的な記載が

なされていない(Hirsch, 1994)｡

従って，それが本当にウミガメのものであるのか極

めて疑わしい。Hirsch(1983)はNebraska州の漸新

統より，ウミガメの卵を発見し記載した。それが現在

までに知られている，弾力性ウミガメ卵(flexiblesea

turtleeggshell)の化石を扱った，科学的な報告の唯

一のものである。

さて， カメの卵化石に関する報告は今迄にかなりの

数にのぼっている。それらはいずれも，陸ガメに由来

する硬質の殻を持つものである。古くはBuckman

(1860),Meyer (1860)の論文がある。しかし，その

いずれも肉眼的な観察を行なったにすぎない。

近年になって，走査電子顕微鏡を用いた殻描造の詳

細な記述がなされるようになった｡その結果,小さな卵

殻片からも多くの情報を引き出すことが可能となった。

以下に，そのような研究法を採用することにより，

明らかになった例を地質年代順に述べる。

最古のカメの卵化石はKohring(1990)により，ポ

ルトガル中央部のGuimarota炭鉱より発見された,ジ

ュラ紀後期のものである。それは1枚の小さな殻片で

はあるが，大変保存の良いものであった。

同様な断片的なものはColorado州のMorrison層

(ジュラ紀後期）からも産出しているが,Hirschほか

(1987)はカメの卵殻らしいものとして，断定すること

を控えている。しかし，筆者が論文中の写真を見た限

りでは，カメの卵と考えても間違い無いように思った。

白亜紀のものでは， イギリスから(Straelen, 1928;

Hirsch, 1983), 日本からは(FukudaandObata,

1991), フランスからはMasse(1989)がある。ベルギ

一北部のHaininにある始新統より, Schleichほか

(1988)はカメの卵殻片を得，その微細構造を明らかに

し（図6)，同地層に含まれる陸ガメ, Zbs""""""

”z"zのものであることを突き止めた。

北アメリカの西部内陸部にある漸新統並びに中新統

からは，かなり以前から陸ガメの卵化石が発見されて

いる(Hay, 1908;Hirsch, 1983jHirschandBray,

1988)。スペイン領Canary lslandsの最大の島Gran

Canariaにある鮮新統からは，原型を保ったピンポン

玉状の陸ガメの卵が産出する（図7)。

その卵殻を調べたHirschandLopez-Jurado

(1987） （図8) JWaRotheandKlemmer (1991)は，

それがゾウガメ(G2""elb"ge"""""s) (図9)

あるいはその近縁種(Ge""e〃"89"z""[z)のものと

考えている。

その他，エチオピアのAfal-にある鮮新世人類の遺

跡からも発見されている(Hirsch,1983)。このエチオ

ピアの例もゾウガメの一種とみなされており，当時の

猿人の食物として利用されたものかもしれない。

日本の研究例

最後に， 日本の陸ガメの卵化石に関する唯一の研究

例について述べよう。それはFukudaandObata

(1991)による，北海道留萌郡の上部白亜系(Conician

階）より産出した卵を対象としたものである。

卵化石は直径28.5mmの球形で，全体に濃褐色をし

ている。表面に順粒状及び網目状の構造が観察される。

断面では,その表層近くを厚さ05mmほどの灰白色の

薄層がリング状に走る。その下層の部分はすべて方解

石の結晶によって埋め尽される。

この卵殻の一部を切断して，前記の灰白色の薄層部

分を微細構造，鉱物学的な性状について検討した。そ

の結果，卵化石の最外層を織成する褐色部は，鉄分を

図6 ベルギーのHaininにある始新統の岩山から産出した卵殻。その微細構造

を調べることによって，当時の陸ガメの卵であることが分かった。殻の厚

さは約100"mである。

図はSchleichほか(1988)による卵殻織造のシェーマ。

－46－



図7 スペイン領グラン・カナリア島の鮮新統より産出したゾウガメの卵化石。
大きさは直径6cm近くある。

図8卵殻断面の電子顕微鏡像スケールは100"m・
図はすべてHirschandLopez-Jurado (1987)による。

各々の基本単位は,直径2浬、前後の方解石の針状結

晶の束からなる。それらは基本単位の底部近くにある

石灰化の中心(core)から放射状に伸張している。呼

吸孔は認められない。以上のような事実は,Hirsch

(1983, 1987)による陸ガメの卵殻と一識している。そ

の事からFukudaandObata (1991)は，北海道の上

部白亜系産の卵化石を陸ガメのものと判断した(Hirs.

chも私信で, FukudaandObata (1991)の見解を支

持している)。

カメの卵殻では，その基本単位を構成する石灰質の

稜柱が，アラレ石からなること力ざ大きな特徴となって

いる。化石種ではエチオピアやGranCanariaの鮮新

統産のものに於て，卵殻の一部にアラレ石が認められ

るにすぎない(Hirsch, 1983;HirschandLopez-

Jurado, 1987;RoiheandKlemmer, 1991)。

それ以前のカメ類の卵殻では，いかに保存の良好な

例でも，すべて方解石からなっている(Hirsch,

篭灘議

図9 ゾウガメの全身像

（写真は藤原氏の好意による)。

含んだ不規則な方解石からなることが分かった。その

下側に高さ500"m,幅250"mほどの長方形をした卵殻

の基本単位(shellunits)が並ぶ（図10)。
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図10北海道の後期白亜系より産出した陸ガメの卵。

写真は卵殻断面の電子顕微鏡像。Fukudaand

Obata (1991)による。

1994)。北海道のものも無論その例外ではなく，アラレ

石から方解石に変わったものの，卵殻の基本的な構造

を維持していた例と考えることができる。

そして，ヤモリ亜目ではinterlocking椛造を伴う級

密な卵殻樵成単位を持つことから，明瞭な呼吸孔(res-

piratorypore) を持つことが必要なのであろう。一

方， カメの卵殻構成単位は隙間の多い稜柱束からなり，

各単位ごとの結び付きも緩やかで，その間隙を利用し

て胚のガス交換が可能なため，呼吸孔の形成を見なか

ったと考えられる。
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系から， ピンポン玉状の卵化石が産出したという話を

耳にしたことがある。それも恐らく陸ガメ由来の卵で
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AbStract

Thispaperprovidesreviewofthepresentstatus

ofthefossileggshellrecord, limitedonthereptilian

eggsofGekkoandChelonia.Inaddition,Ipointout

several problems encountered in studying the

microstructureofthefossileggshell.
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